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平成２６年度 全国学力・学習状況調査について 

 

 

１ 調査目的 

 ○ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国

的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し，教育施策の成

果と課題を検証し，その改善を図る。 

○ このような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サ

イクルを確立する。 

○ 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改

善等に役立てる。 

２ 調査対象者・実施日・調査内容 

（１）  調査対象者   

    市立小学校６３校 第６学年児童 ４，５１８人 

    市立中学校２６校 第３学年生徒 ４，２７３人 

     

（２）実施日 平成２６年４月２２日（火） 

 

（３）調査内容 

  ①教科に関する調査（国語及び算数・数学） 

   ・Ａ問題（主として「知識」に関する問題） 

   ・Ｂ問題（主として「活用」に関する問題） 

  ②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

   ・児童生徒質問紙（児童生徒に対する調査） 

   ・学校質問紙（学校に対する調査）  

本報告書の数値は，国立・私立学校を除く，公立学校の数値のため，他の報告書等で公

表されている数値と，小数点以下のポイントに多少の差異が生じている場合がある。 
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３ 倉敷市の学力の特徴 
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（１）平均正答率の比較 

 

【小学校】 

 

 

 

 

 

  

○Ｈ２５と比較すると，国語Ａでは 9.7 ポイント平均正答率が上がり７割を超え，算数Ａで

は 3.5 ポイント上がり８割近い数字になっている。 

○国語Ｂでは 6.2 ポイント上がり，算数Ｂでは 2.4 ポイント下がっており，活用問題では，

どちらも５５％前後の平均正答率になっている。 

○Ｈ２６の県平均との比較では，国語Ａ・Ｂはやや上回り，算数Ａは同じ，算数Ｂはやや下

回っている。全国平均との比較では，４領域ともやや下回っている。 

○Ｈ２５と比較すると，算数Ａに改善が見られ，全国との差は－2.9 ポイントから－0.3 ポイ

ントに，県との差は－0.3 ポイントから±０に縮まった。 

○一方算数Ｂでは，全国との差は－0.4 ポイントから－2.6 ポイントに，県との差は＋0.8 ポ

イントから－1.0 ポイントになり，課題が見られる。

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 
  

H26 H25 H26 H25 H26 H25 H26 H25 

倉敷市平均 71.7 62.0 54.9 48.7 77.8 74.3 55.6 58.0

岡山県平均 71.4 61.4 54.5 47.7 77.8 74.6 56.6 57.2

全国平均 72.9 62.7 55.5 49.4 78.1 77.2 58.2 58.4

県との差 +0.3 +0.6 +0.4 +1.0 0.0 -0.3 -1.0 +0.8

国との差 -1.2 -0.7 -0.6 -0.7 -0.3 -2.9 -2.6 -0.4

H26教科別結果【小学校】
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【中学校】 

 

 

 

   

 

 

○Ｈ２５と比較すると，基礎問題では国語も数学も平均正答率に大きな差はない。活用問題

では国語は 19.6 ポイント下がり，数学は 14.4 ポイント上がっており，国語Ｂの難易度が

高かったと考えられる。 

○Ｈ２６の県平均との比較では，各領域で－1.2 ポイントから－2.1 ポイント，全国平均との

比較では－2.4 ポイントから－6.0 ポイント差があり，いずれも平均値を下回っている。特

に数学Ｂに課題がある。 

○Ｈ２６の調査を受けた生徒が，Ｈ２４の入学時に実施した岡山県学力・学習状況調査の数

値と比較すると，改善の傾向が見られる。 

※参考 

〔平成２４年度岡山県学力・学習状況調査の県平均との差〕 

 ･国語(基礎)-1.4 ﾎﾟｲﾝﾄ ･国語(活用)-2.4 ﾎﾟｲﾝﾄ ･数学(基礎)-1.9 ﾎﾟｲﾝﾄ ･数学(活用)-3.0 ﾎﾟｲﾝﾄ 

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 
  

H26 H25 H26 H25 H26 H25 H26 H25 

倉敷市平均 77.0 75.9 46.8 66.4 63.4 61.6 53.8 39.4

岡山県平均 78.2 76.4 48.1 66.4 65.4 62.8 55.9 40.3

全国平均 79.4 76.4 51.0 67.4 67.4 63.7 59.8 41.5

県との差 -1.2 -0.5 -1.3 0.0 -2.0 -1.2 -2.1 -0.9

国との差 -2.4 -0.5 -4.2 -1.0 -4.0 -2.1 -6.0 -2.1

H26教科別結果【中学校】
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（２）正答数分布の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○岡山県と比べると，ほぼ同様な正答数分布となっている。（平均正答率の差:＋0.3 ﾎﾟｲﾝﾄ）

○全国と比べると，全 15 問中 13問以上正答の上位層の割合がやや低く，9 問～12 問正  

 答の中位層の割合がやや高い。（平均正答率の差:－1.2 ﾎﾟｲﾝﾄ） 

○中央値は，全国 12 に対して，倉敷市は 11。（岡山県と同じ） 

小学校　国語Ａ
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○岡山県と比べると，ほぼ同様な正答数分布となっている。（平均正答率の差:＋0.4 ﾎﾟｲﾝﾄ）

○全 10 問中 9・10問正答の上位層の割合が，わずかではあるが，全国及び岡山県より高い。

○全国と比べると，7 問正答の児童が 3ポイント近く低く，全体の分布の中では，顕著な差

 となっている。（平均正答率の差:－0.6 ﾎﾟｲﾝﾄ） 

○中央値は，全国・県・市ともに 6。 
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小学校　算数Ａ
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小学校　算数Ｂ
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○岡山県と比べると，平均正答率は 77.8％で同じだが，正答数分布は上位層，中位層でや

 や高低がある。 

○全国と比べると，全 17 問中 15問以上正答の上位層の割合わずかに低い。 

 （平均正答率の差:－1.2 ﾎﾟｲﾝﾄ） 

○中央値は，全国・県・市ともに 14。 

○全 13 問中 10問以上正答の上位層の割合が，全国及び岡山県よりやや低く，中位層・下位

 層の割合がやや高い。 

○中央値は，全国・岡山県 8 に対して，倉敷市は 7。 



 

 - 7 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校　国語Ａ
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○全国・岡山県と比べると，上位層の割合が低く，中・下位層の割合が高い。 

（国との平均正答率の差:－2.4 ﾎﾟｲﾝﾄ，県との平均正答率の差:－1.2 ﾎﾟｲﾝﾄ） 

○中央値は，全国・岡山県 27 に対して，倉敷市は 26。 

○全国・岡山県と比べると，上位層の割合が低く，中・下位層の割合が高い。 

 （国との平均正答率の差：－4.2 ﾎﾟｲﾝﾄ，県との平均正答率の差：－1.3 ﾎﾟｲﾝﾄ） 

○県と同様に正答数分布に二極化の傾向が見られ，その傾向は県よりも強い。 

○中央値は，全国 5 に対して，倉敷市は 4。（岡山県と同じ） 
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○全国・岡山県と比べると，上位層の割合が低く，中・下位層の割合が高い。     

 （国との平均正答率の差:－4.0 ﾎﾟｲﾝﾄ，県との平均正答率の差:－2.0 ﾎﾟｲﾝﾄ） 

○中央値は，全国 26・岡山県 25に対して，倉敷市は 24。 

中学校　数学Ａ
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○全国・岡山県と比べると，上位層の割合が低く，下位層の割合が高い。      

 （国との平均正答率の差:－6.0 ﾎﾟｲﾝﾄ，県との平均正答率の差:－2.1 ﾎﾟｲﾝﾄ） 

○中央値は，全国 10・岡山県 9に対して，倉敷市は 8。 
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（３）平均正答率が高い問題・低い問題 

 

【小学校】 

 

◆各教科で，平均正答率が全国平均以上の主な問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 86.4

国 77.4
［１二(３)］漢字を書く。(かぜをよぼうする)  

 ☆学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書く。 
差 ＋9.0

市 76.3

国 74.9

国 

語

Ａ ［６一］「～たり，・・・たり」と言う表現に直して書く。 

 ☆複数の事柄を並列の関係で書く。 
差 ＋1.4

                

市 65.4

国 65.2
［１一］司会④の発言をまとめて書く。  

 ☆目的に応じて，話合いの観点を整理する。 
差 ＋0.2

市 48.1

国 48.1

国 

語

Ｂ ［３三］【詩１】と【詩２】を比べて読んで考えたことを書く。  

 ☆二つの詩を比べて読み，自分の考えを書く。 
差 ±0

                

市 90.4

国 80.9
［１(５)］100－20×４を計算する。              

 ☆減法と乗法の混合した整数の計算をすることができる。 
差 ＋9.5

市 86.4

国 83.9

算

数

Ａ ［５(１)］直径６cm の円の円周を求める式と答えを書く。     

 ☆円周の長さを，直径の長さを用いて求めることができる。 
差 ＋2.5

                

市 63.1

国 62.2

［４(１)］アのリズムを 3 回目に演奏するのは何小節目かを書く。

 ☆繰り返されるリズムの規則性(周期)を見いだし，それを基に 

小節数を求めることができる。 差 ＋0.9

市 69.6

国 69.1

算

数

Ｂ 

［２(２)］１目盛りを 50  として学校の水の使用量を 

   棒グラフに表すとき，棒が縦 20 マスの枠の中に入らない

   月を選び，そのわけを書く。             

☆最大値に着目して，棒グラフの棒を枠の中に表すことができな

い理由を記述できる。 

差 ＋0.5
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【小学校】 

 

◆各教科で，平均正答率が高い主な問題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

市 98.1

国 97.8
［１二(１)］漢字を書く。(料理をのせたさらを運ぶ) 

 ☆学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書く。 
差 ＋0.3

市 91.4

国 91.7

国 

語

Ａ ［１一(１)］漢字を読む。(道路の標識を見る)   

 ☆学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読む。 
差 -0.3

                

市 79.1

国 80.4
［３一(１)］【詩１】の表現の特徴として適切なものを選択する。

 ☆二つの詩を比べて読み，表現の工夫を捉える。 
差 -1.3

市 71.6

国 71.9

国 

語

Ｂ 
［２一］付箋の内容を関係付けて，原田さんの疑問を書く。 

 ☆付箋に書かれた内容を関係付けながら，最初にもった疑問を捉

  える。 差 -0.3

                

市 97.5

国 96.9
［１(１)］４６＋５７ を計算する。              

 ☆繰り上がりのある加法の計算をすることができる。 
差 ＋0.6

市 92.5

国 92.8

算

数

Ａ ［１(２)］９０３×６ を計算する。              

 ☆被乗数に空位のある整数の乗法の計算をすることができる。 
差 -0.3

                

市 94.5

国 94.6

［１(１)］示されたかけ算の中で積に同じ数字が並ぶものを選ぶ。

 ☆示された場面から計算の結果の見通しをもち，(２位数)×(１ 

  位数)の筆算をすることができる。 差 -0.1

市 81.5

国 82.5

算

数

Ｂ 

［２(１)］６・７月の水の使用量１５００ は，プールに入る水

      の量２５０ の何倍かを求める式と答えを書く。  

 ☆示された場面から基準量と比較量を捉え，倍を求めることがで

  きる。 
差 -1.0
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【中学校】 

 

◆各教科で，平均正答率が全国平均以上またはその差が少ない問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 81.1

国 80.3
［８五１］歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す(まうけて)。 

 ☆歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読む。 
差 ＋0.8

市 92.5

国 93.0

国 

語

Ａ 
［８三オ］ 適切な敬語を選択する。 

     (お客様，私が校内をご案内します)。  

 ☆語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使う。 差 -0.5

                

市 31.9

国 31.4

［２一］本とインターネットの内容を比較したときの説明として適

    切なものを選択する。 

 ☆複数の資料を比較して読み，要旨を捉える。 差 ＋0.5

市 49.9

国 52.0

国 

語

Ｂ ［３一］演者が顔を向ける方向として適切なものを選択する。  

 ☆本や文章から，目的に応じて必要な情報を読み取る。 
差 -2.1

                

市 83.1

国 81.0
［１(３)］－７の絶対値を書く。                

 ☆絶対値の意味を理解している。 
差 ＋2.1

市 66.8

国 65.1

数

学

Ａ 
［１４(２)］樹形図を利用して，３枚の硬貨を同時に投げるとき，

      表が２枚，裏が１枚出る確率を求める。      

 ☆樹形図などを利用して，確率を求めることができる。 差 ＋1.7

                

市 74.0

国 77.0

［１(１)］案内図を基に，経路を示すはり紙を選ぶ。       

 ☆与えられた図から情報を適切に選択し，空間における図形の位

  置関係を的確に捉えることができる。 差 -3.0

市 89.2

国 92.8

数

学

Ｂ 
［１(２)］案内図を基に，経路を示すはり紙を選ぶ。       

 ☆与えられた図から情報を適切に選択し，空間における図形の位

  置関係を的確に捉えることができる。 差 -3.6
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【中学校】 

 

◆各教科で，平均正答率が高い主な問題 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市 94.9

国 96.2

［８三イ］適切な語句を選択する。(先のことは分からないが，と 

     りあえず準備だけはしておこう) 

 ☆語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使う。 差 -1.3

市 94.3

国 95.2

国 

語

Ａ ［８二３］漢字を読む。(新記録に挑む) 

 ☆文脈に即して漢字を正しく読む。 
差 －0.9

                

市 62.5

国 67.2

［３二］殿さまの言葉が表す殿さまの姿として適切なものを選択す

    る。 

 ☆落語に登場する人物の言動の意味を考え，その姿を想像する。 差 -4.7

市 60.7

国 65.3

国 

語

Ｂ 
［１一］標語に使用されている表現の技法として適切なものを選択

    する。 

 ☆表現の技法について理解する。 差 -4.6

                

市 91.7

国 93.8

［４(１)］線対称な図形を完成する。             

 ☆対称軸が与えられたときに，線対称な図形を完成することがで

  きる。 差 -2.1

市 87.9

国 90.7

数

学

Ａ ［２(２)］１０xy÷５x を計算する。              

 ☆単項式どうしの除法の計算ができる。 
差 -2.8

                

市 89.2

国 92.8

［１(２)］外から校舎を見た図で，案内図に示された非常口の位置

     を選ぶ。                     

 ☆日常的な事象を表した図を観察し，空間における位置に関する

  情報を適切に読み取ることができる。 
差 －3.6

市 74.4

国 79.8

数

学

Ｂ 
［６(２)］兄の速さを変えないとき，弟と兄の進む様子を表したグ

     ラフを選ぶ。                    

 ☆グラフの特徴を事象に即して解釈し，結果を改善することがで

  きる。 
差 －5.4
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【小学校】 

 

◆各 教 科 で，平 均 正 答 率 が全 国 平 均 を下 回 り，その差 が大 きい主 な問 題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 48.2

国 55.8

［２一］故事成語の使い方として適切なものを選択する。 

    (五十歩百歩)  

 ☆故事成語の意味と使い方を理解する。 差 -7.6

市 43.4

国 49.9

国 

語

Ａ 
［２二］故事成語の使い方として適切なものを選択する。 

    (百聞は一見にしかず) 

 ☆故事成語の意味と使い方を理解する。 差 -6.5

                

市 64.2

国 66.0

［２三］疑問を解決するために，目次や索引の中から必要となるペ

   ージの番号を書く。 

 ☆課題を解決するために，目次や索引を活用して，本を効果的

  に読む。 
差 -1.8

市 79.1

国 80.4

国 

語

Ｂ 
［３一(１)］【詩１】の表現の特徴として適切なものを選択する。

 ☆本や文章から，目的に応じて必要な情報を読み取る。 
差 -1.3

                

市 49.7

国 54.1

［２(２)］示された図を基に，青いテープの長さが白いテープの長

     さ(８０ｃｍ)の０．４倍に当たるときの青いテープの長

     さを求める式を選ぶ。               

 ☆割合が１より小さい場合でも，比較量の求め方が(基準量)× 

  (割合)になることを理解している。 

差 -.4.4

市 77.6

国 81.1

算

数

Ａ 
［５(２)］１c  の立方体を基に，示された直方体の体 

     積を求める。                   

 ☆体積の単位(１c   )と測定について理解している。 差 -3.5

                

市 54.5

国 60.5

［４(２)］二人の のリズムが重なる１２小節目の１２はどのよう

な数であるかを書く。                

 ☆二人のリズムが重なる部分を，公倍数に着目して記述できる。 差 -6.0

市 55.6

国 61.5

算

数

Ｂ 

［２(３)］6・7 月の水の使用量が１年間の水の使用量の 1／4 より 

     多いことを説明するために用いる適当なグラフを選ぶ。

 ☆全体と部分の関係を示すために用いるグラフを選択すること 

  ができる。 
差 -5.9
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【小学校】 

 

◆各教科で，平均正答率が低い主な問題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

市 43.4

国 49.9

［２二］故事成語の使い方として適切なものを選択する。 

    (百聞は一見にしかず) 

 ☆故事成語の意味と使い方を理解する。 差 －6.5

市 48.2

国 55.8

国 

語

Ａ 
［２一］故事成語の使い方として適切なものを選択する。 

    (五十歩百歩)  

 ☆故事成語の意味と使い方を理解する。 差 －7.6

                

市 26.4 

国 26.9

［２二］付箋の内容を関係付けて，野口さんのまとめを書く 。 

 ☆分かったことや疑問に思ったことを整理し，それらを関係付け

  ながらまとめて書く。 差 －0.5

市 27.5

国 28.3

国 

語

Ｂ 
［１三］大野さん の発言に対し，手書きの立場から質問か意見を

    書く。                

 ☆立場を明確にして，質問や意見を述べる。 差 －0.8

                

市 49.7

国 54.1

［２(２)］示された図を基に，青いテープの長さが白いテープの長

     さ(８０ｃｍ)の０．４倍に当たるときの青いテープの長

     さを求める式を選ぶ。               

 ☆割合が１より小さい場合でも，比較量の求め方が(基準量)× 

  (割合)になることを理解している。 

差 －4.4

市 54.0

国 52.0

算

数

Ａ 
［６］コンパスを使った平行四辺形のかき方について，用いられて

   いる平行四辺形の特徴を選ぶ。             

 ☆作図に用いられている図形の約束や性質を理解している 。 差 ＋2.0

                

市 28.4

国 30.6

［３(３)］示された分け方でスープを分けたとき，残りの３０人に

     スープを分けることができるかどうかを選び，そのわけ

     を書く。                     

 ☆示された情報を基に必要な量と残りの量の大小を判断し，その

  理由を記述できる。 

差 -2.2

市 30.2

国 33.0

算

数

Ｂ ［５(３)］妹の身長を基に，妹の使いやすい箸の長さの求め方と答

えを書く。 

☆示された情報を整理し，筋道を立てて考え，小数倍の長さの 

 求め方を記述できる。 
差 －2.8
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【中学校】 

 

◆各 教 科 で，平 均 正 答 率 が全 国 平 均 を下 回 り，その差 が大 きい主 な問 題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 55.1

国 59.9

［８四］国語辞典で調べたことを基に，語句の意味を書く。 

    (英気を養う)。 

 ☆辞書を活用して，語句の意味を適切に書く。 差 －4.8

市 66.5

国 71.0

国 

語

Ａ ［８五２］古文に当てはまる言葉を昔話の中から抜き出す。   

 ☆古典と昔話とを対応させて内容を捉える。 
差 －4.5

                

市 54.3

国 60.9

［２二］本やインターネットの内容から答えが得られるものとして

    適切なものを選択する。 

 ☆複数の資料から必要な情報を読み取る 。 差 －6.6

市 42.3 

国 48.2

国 

語

Ｂ 

［１三］ノートを基に，標語から伝わってくる〈メッセージ〉と〈表

    現の工夫とその効果〉を書く。 

 ☆文章の構成や表現の仕方などについて，根拠を明確にして自分

  の考えを書く。 
差 －5.9

                

市 66.9

国 75.9
［１０(２)］反比例の性質を表した記述を選ぶ。         

 ☆反比例の意味を理解している。 
差 －9.0

市 59.8

国 67.7

数

学

Ａ 

［５(３)］円錐の展開図において，側面のおうぎ形の半径を読み取

     る。                        

 ☆円錐の展開図において，おうぎ形の半径が円錐の母線に対応し

  ていることを読み取ることができる。 
差 －7.9

                

市 50.9

国 62.3

［３(２)］大地さんの求め方を基に，ウェーブをする人数と時間に

     ついて，２つの数量の間の関係を説明する。     

 ☆事象を理想化・単純化して問題解決した結果を解釈し，数量の

  関係を数学的に説明することができる。 
差 -11.4

市 53.2

国 62.7 

数

学

Ｂ ［６(１)］弟が駅に着いたときの，兄のいる地点から駅までの道の

     りを求める。                    

 ☆与えられたグラフを，事象に即して解釈することができる。 差 －9.5
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 【中学校】 

 

◆各教科で，平均正答率が低い主な問題 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市 50.6

国 54.3
［６一］二人の発言を聞いて，意見の相違点を整理する。 

 ☆目的に沿って話し合い，互いの発言を検討する。 
差 －3.7

市 50.8

国 59.5

国 

語

Ａ ［８一２］漢字を書く(円のハンケイを求める)。 

 ☆文脈に即して漢字を正しく書く。 
差 －8.7

                

市 22.8

国 28.4

［２三］水の中に浸すと，切手をきれいにはがすことができる理由

    を書く。 

 ☆資料から適切な情報を得て，伝えたい事実や事柄が明確に伝わ

  るように書く。 
差 －5.6

市 31.9

国 31.4

国 

語

Ｂ ［２一］本とインターネットの内容を比較したときの説明として適

    切なものを選択する。                

 ☆複数の資料を比較して読み，要旨を捉える。 差 +0.5

                

市 32.0

国 38.7

［５(４)］円柱と円錐の体積を比較し，正しい図を選ぶ。     

 ☆底面が合同で高さが等しい円柱と円錐の体積の関係について 

  理解している。 差 -6.7

市 32.1 

国 35.8 

数

学

Ａ 
［９］与えられた表を基に，宅配サービスの重量と料金の関係を，

   「…は…の関数である」という形で表現する。      

 ☆関数の意味を理解している。 差 －3.7

                

市 19.3 

国 23.3

［４(２)］∠ＢＡＣ＝１１０°，ＢＤ＝ＡＤのとき，∠ＤＡＥの大

     きさを求める。                  

 ☆付加された条件の下で，証明を振り返って考え，事柄を用いる

  ことができる。 
差 －4.0

市 22.7

国 29.9

数

学

Ｂ 

［６(３)］兄の出発時間を変えないとき，兄の進む様子を表すグラ

     フの両端の２点を求め，そのグラフから兄の速さを求め

     る方法を説明する。                

 ☆グラフの特徴を事象に即して解釈し，結果を改善して問題を解

  決する方法を説明することができる。 

差 －7.2
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ウ

）
数

量
や

図
形

に
つ

い
て

の
技

能
　

エ
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数
量
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形
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解

ア
イ

ウ
エ

ア
イ

ウ
エ

選 択 式

短 答 式

記 述 式

倉 敷 市

岡 山 県

国
国 と の 差

倉 敷 市

岡 山 県

国
国 と の 差

１
（
１

）
2
A

(
2
)
ア

○
○

9
7
.5

9
7
.1

9
6
.9

0
.6

0
.0

0
.1

0.
1

-
0
.1

１
（
２

）
3
A

(
3
)
イ

○
○

9
2
.5

9
3
.1

9
2
.8

-
0
.3

0
.1

0
.2

0.
2

-
0
.1

１
（
３

）
3
A

(
5
)
イ

○
○

8
4
.7

8
4
.4

8
3
.8

0
.9

0
.4

0
.7

0.
8

-
0
.4

１
（
４

）
4
A

(
5
)
ウ

○
○

8
8
.8

9
0
.1

9
1
.8

-
3
.0

0
.8

1
.0

0.
9

-
0
.1

１
（
５

）
4
D

(
2
)
ア

○
○

9
0
.4

8
7
.8

8
0
.9

9
.5

0
.2

0
.4

0.
5

-
0
.3

１
（
６

）
5
A

(
4
)
オ

○
○

8
9
.4

9
1
.6

9
0
.6

-
1
.2

0
.8

0
.9

1.
1

-
0
.3

２
（
１

）
5
A

(
3
)
ア

○
○

6
8
.8

7
0
.0

7
1
.9

-
3
.1

0
.2

0
.3

0.
3

-
0
.1

２
（
２

）
5
A

(
3
)
ア

○
○

4
9
.7

5
1
.2

5
4
.1

-
4
.4

0
.4

0
.4

0.
4

0
.0

３
5
A

(
4
)
ア

イ
エ

○
○

6
9
.2

7
0
.6

7
2
.5

-
3
.3

0
.4

0
.7

0.
6

-
0
.2

４
（
１

）
5
B

(
4
)ア

○
○

8
2
.3

8
1
.5

8
2
.3

0
.0

0
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0
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7

0
.0

４
（
２

）
5
B

(
4
)ア

○
○

6
1
.1

6
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6
0
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0
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-
0
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５
（
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5
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(
1
)
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8
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8
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8
3
.9

2
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1
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2
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5

-
0
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５
（
２

）
5
B

(
2
)

ア
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○
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7
7
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7
8
.2

8
1
.1

-
3
.5

1
.6

2
.1

1.
8

-
0
.2

６
4
C

(
1
)

ア
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○
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5
4
.0

5
4
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5
2
.0

2
.0

0
.2

0
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0.
6

-
0
.4

７
2
C

(
1
)
ウ

4
C

(
2
)
ア

○
○

6
6
.5

6
5
.5

6
9
.4

-
2
.9

0
.3

0
.6

0.
7

-
0
.4

８
4
D

(
2
)
ア

○
○

8
2
.5

8
1
.7

8
1
.0

1
.5

0
.4

0
.8

0.
9

-
0
.5

９
5
C

(
1
)
ア

4
D

(
1
)
ア

等
○

○
8
1
.2

8
1
.3

8
2
.0

-
0
.8

0
.8

1
.2

1.
2

-
0
.4

設
問
番

号

１
c
m

3
の

立
方

体
を

基
に

，
示

さ
れ

た
直

方
体

の
体

積
を

求
め

る

８
ｍ

2
に

１
６

人
い

る
Ａ

の
部

屋
の

様
子

を
表

し
て

い
る

図
を

選
ぶ

示
さ

れ
た

図
を

基
に

，
青

い
テ

ー
プ

の
長

さ
が

白
い

テ
ー

プ
の

長
さ

（
８

０
ｃ
ｍ

）
の

０
．

４
倍

に
当

た
る

と
き

の
青

い
テ

ー
プ

の
長

さ
を

求
め

る
式

を
選

ぶ

示
さ

れ
た

図
を

基
に

，
赤

い
テ

ー
プ

の
長

さ
が

白
い

テ
ー

プ
の

長
さ

（
８

０
ｃ
ｍ

）
の

１
．

２
倍

に
当

た
る

と
き

の
赤

い
テ

ー
プ

の
長

さ
を

求
め

る
式

を
選

ぶ

直
径

６
c
m

の
円

の
円

周
を

求
め

る
式

と
答

え
を

書
く

８
ｍ

2
に

１
６

人
い

る
Ａ

の
部

屋
に

つ
い

て
，

１
ｍ

2
当

た
り

の
人

数
を

求
め

る
式

を
書

く 正
五

角
形

の
１

辺
の

長
さ

を
□

c
m

，
ま

わ
り

の
長

さ
を

△
c
m

と
し

た
と

き
の

，
□

と
△

の
関

係
を

正
し

く
表

し
て

い
る

式
を

選
ぶ

学
習

指
導
要

領
の

領
域

４
６

＋
５

７
 を

計
算

す
る

９
０

３
×

６
 を

計
算

す
る

設
問

の
概

要

答
え

が
１

０
０

－
２

０
×

４
の

式
で

求
め

ら
れ

る
問

題
を

選
ぶ

示
さ

れ
た

分
数

の
中

か
ら

，
１

／
２

よ
り

大
き

い
も

の
を

選
ぶ

１
／

３
＋

２
／

５
 を

計
算

す
る

１
０

０
－

２
０

×
４

 を
計

算
す

る

２
÷

５
 を

計
算

す
る

縦
５

c
m

，
横

１
１

c
m

，
高

さ
４

c
m

の
直

方
体

の
面

 
に

な
る

四
角

形
を

選
ぶ

コ
ン

パ
ス

を
使

っ
た

平
行

四
辺

形
の

か
き

方
に

つ
い

て
，

用
い

ら
れ

て
い

る
平

行
四

辺
形

の
特

徴
を

選
ぶ

正
答

率
(
％

)
無

解
答

率
(％

)
評

価
の

観
点

問
題

形
式

９
－

０
．

８
 を

計
算

す
る



［
小

学
校

　
国

語
Ｂ

：
主

と
し

て
活

用
］

「
学

習
指

導
要

領
の

領
域

等
」

の
カ

タ
カ

ナ
表

記
の

意
味

・
・

・
ア

）
読

む
こ

と
・

聞
く

こ
と

　
イ

）
書

く
こ

と
　

ウ
）

読
む

こ
と

　
エ

）
伝

統
的

な
言

語
文

化
と

国
語

の
特

質
に

関
す

る
事

項

「
評

価
の

観
点

」
の

カ
タ

カ
ナ

表
記

の
意

味
・

・
・

ア
）

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

　
イ

）
話

す
・

聞
く

能
力

　
ウ

）
書

く
能

力
　

エ
）

読
む

能
力

　
オ

）
言

語
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解
・

技
能

ア
イ

ウ
エ

ア
イ

ウ
エ

オ

選 択 式

短 答 式

記 述 式

倉 敷 市

岡 山 県

国
国 と の 差

倉 敷 市

岡 山 県

国
国 と の 差
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３
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-
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9
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-
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３
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5
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ウ
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･
6

エ
○
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○

○
4
8
.1

4
6
.2

4
8
.1

0
.0

2
5
.3

2
7
.9

2
6
.0

-
0
.7

林
さ

ん
 

の
質

問
の

ね
ら

い
と

し
て

適
切

な
も

の
を

選
択

す
る

司
会

 
の

発
言

の
内

容
を

ま
と

め
て

書
く

設
問
番

号
設

問
の

概
要

疑
問

を
解

決
す

る
た

め
に

，
目

次
や

索
引

の
中

か
ら

必
要

と
な

る
ペ

ー
ジ

の
番

号
を

書
く

【
詩

１
】
と

【
詩

２
】
を

比
べ

て
読

ん
で

考
え

た
こ

と
を

書
く

【
詩

１
】
の

表
現

の
特

徴
と

し
て

適
切

な
も

の
を

選
択

す
る

【
詩

２
】
の

表
現

の
特

徴
と

し
て

適
切

な
も

の
を

選
択

す
る

【
詩

２
】
に

対
す

る
山

田
さ

ん
の

解
釈

と
し

て
適

切
な

も
の

を
選

択
す

る

付
箋

の
内

容
を

関
係

付
け

て
，

原
田

さ
ん

の
疑

問
を

書
く

付
箋

の
内

容
を

関
係

付
け

て
，

野
口

さ
ん

の
ま

と
め

を
書

く

大
野

さ
ん

 
の

発
言

に
対

し
，

手
書

き
の

立
場

か
ら

質
問

か
意

見
を

書
く

学
習

指
導

要
領

の
領

域
等

評
価

の
観

点
問

題
形

式
正

答
率

(
％

)
無

解
答

率
(
％

)



［
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数
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：
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と
し

て
活

用
］

「
学

習
指

導
要

領
の

領
域

等
」

の
カ

タ
カ

ナ
表

記
の

意
味

・
・

・
ア

）
数

と
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算
　

イ
）

量
と

測
定

　
ウ

）
図

形
　

エ
）

数
量

関
係

「
評

価
の

観
点

」
の

カ
タ

カ
ナ

表
記

の
意

味
・

・
・

ア
）

算
数

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

　
イ

）
数

学
的

な
考

え
方

　
ウ

）
数

量
や

図
形

に
つ

い
て

の
技

能
　

エ
）

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解

ア
イ

ウ
エ

ア
イ

ウ
エ
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国
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国
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３
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1
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(
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)
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2
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(
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)
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○
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5
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5
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5
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-
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0
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３
（
３
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(
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○
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2
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3
0
.0

3
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-
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-
0
.3

４
（
１

）
1
A

(
1
)
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4
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４
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5
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(
1
)
イ

○
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5
4
.5

5
7
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6
0
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-
6
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1
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.6

1
4
.2

1
2.

1
0
.5

５
（
１

）
2
C

(
1
)
イ

○
○

6
0
.9

6
2
.0

6
5
.7

-
4
.8

5
.6

5
.6

5.
2

0
.4

５
（
２

）
5
A

(
3
)
ア

○
○

4
1
.8

4
3
.9

4
6
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-
4
.3

3
.3

3
.9

3.
5

-
0
.2

５
（
３

）
5
A

(
3
)
イ

5
D

(
3
)

○
○

3
0
.2

3
0
.2

3
3
.0

-
2
.8

1
2
.0

1
4
.9

1
3.

1
-
1
.1

設
問
番

号
設

問
の

概
要

学
習

指
導
要

領
の

領
域

６
・
７

月
の

水
の

使
用

量
１

５
０

０
ｍ

3
は

，
プ

ー
ル

に
入

る
水

の
量

２
５

０
ｍ

3
の

何
倍

か
を

求
め

る
式

と
答

え
を

書
く

１
目

盛
り

を
５

０
ｍ

3
と

し
て

学
校

の
水

の
使

用
量

の
表

を
棒

グ
ラ

フ
に

表
す

と
き

，
棒

が
縦

２
０

マ
ス

の
枠

の
中

に
入

ら
な

い
月

を
選

び
，

そ
の

わ
け

を
書

く ４
０

人
分

の
ご

飯
を

分
け

る
と

き
，

１
０

人
分

の
目

安
を

正
し

く
表

し
て

い
る

図
を

全
て

選
ぶ

示
さ

れ
た

分
け

方
で

ス
ー

プ
を

分
け

た
と

き
，

残
り

の
３

０
人

に
ス

ー
プ

を
分

け
る

こ
と

が
で

き
る

か
ど

う
か

を
選

び
，

そ
の

わ
け

を
書

く

正
答

率
(
％

)
無

解
答

率
(％

)

示
さ

れ
た

か
け

算
の

中
で

積
に

同
じ

数
字

が
並

ぶ
も

の
を

選
ぶ

二
人

の
説

明
を

基
に

，
３

７
×

２
４

の
積

が
８

８
８

に
な

る
こ

と
を

書
く

評
価

の
観

点
問

題
形

式

 
の

リ
ズ

ム
を

３
回

目
に

演
奏

す
る

の
は

何
小

節
目

か
を

書
く

６
・
７

月
の

水
の

使
用

量
が

，
１

年
間

の
水

の
使

用
量

の
１

／
４

よ
り

多
い

こ
と

を
説

明
す

る
た

め
に

用
い

る
適

当
な

グ
ラ

フ
を

選
ぶ

昨
年

の
昼

食
時

間
を

見
直

し
た

と
き

に
，

今
年

は
準

備
の

時
間

を
何

分
間

に
す

れ
ば

よ
い

か
を

書
く

妹
の

身
長

を
基

に
，

妹
の

使
い

や
す

い
箸

の
長

さ
の

求
め

方
と

答
え

を
書

く

畳
の

敷
き

方
の

約
束

を
基

に
，

残
り

４
枚

の
長

方
形

の
板

を
置

い
た

図
を

か
く

使
い

や
す

い
箸

の
長

さ
の

目
安

を
基

に
，

一
あ

た
半

の
長

さ
を

表
し

て
い

る
図

を
選

ぶ二
人

の
 

の
リ

ズ
ム

が
重

な
る

１
２

小
節

目
の

１
２

は
ど

の
よ

う
な

数
で

あ
る

か
を

書
く
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生
徒

の
落

書
き

を
見

た
と

き
の

主
人

公
の

心
情

を
説

明
し

た
も

の
と

し
て

適
切

な
も

の
を

選
択

す
る

話
合

い
の

方
向

を
捉

え
た

司
会

の
役

割
と

し
て

適
切

な
も

の
を

選
択

す
る

文
章

を
書

く
た

め
に

使
っ

た
付

箋
と

し
て

適
切

な
も

の
を

選
択

す
る

主
人

公
の

気
持

ち
の

変
化

に
ふ

さ
わ

し
い

空
の

描
写

と
し

て
適

切
な

も
の

を
選

択
す

る

漢
字

を
書

く
（
地

域
の

人
を
シ

ョ
ウ

タ
イ

す
る

）

正
答

率
(
％

)
無

解
答

率
(
％

)
問

題
形

式
学

習
指

導
要
領

の
領

域
等

設
問

の
概

要

報
告

の
内

容
を

踏
ま

え
た

質
問

と
し

て
適

切
な

も
の

を
選

択
す

る

仲
直

り
が

で
き

て
う

れ
し

い
主

人
公

の
気

持
ち

を
印

象
深

く
伝

え
る

た
め

に
書

き
換

え
る

主
人

公
が

「
素

通
り

が
出

来
な

く
な

る
」
と

思
っ

た
理

由
と

し
て

適
切

な
も

の
を

選
択

す
る

設
問
番

号

評
価

の
観

点

ウ
ェ

ブ
ペ

ー
ジ

の
項

目
と

し
て

適
切

な
も

の
を

選
択

す
る

主
語

を
置

き
換

え
て

行
事

の
記

録
を

書
き

直
す

「
動

物
」
と

「
外

界
の

も
の

」
と

の
組

合
せ

と
し

て
適

切
な

も
の

を
選

択
す

る

「
次

々
に

簡
略

化
し

て
い

っ
た

」
理

由
を

説
明

し
た

も
の

と
し

て
適

切
な

も
の

を
選

択
す

る

二
人

の
発

言
を

聞
い

て
，

意
見

の
相

違
点

を
整

理
す

る

漢
字

を
書

く
（
円

の
ハ

ン
ケ

イ
を

求
め

る
）

フ
リ

ッ
プ

の
効

果
を

説
明

し
た

も
の

と
し

て
適

切
な

も
の

を
選

択
す

る

「
ひ

と
し

く
お

れ
の

方
を

見
た

」
の

意
味

と
し

て
適

切
な

も
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を
選

択
す
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文
章

の
構

成
を

変
え

る
理

由
と

し
て

適
切

な
も

の
を

選
択

す
る
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適
切

な
語

句
を

選
択

す
る

（
忙

し
い

兄
は

，
休

日
に

の
び

の
び

と
羽

を
伸

ば
す

）

国
語

辞
典

で
調

べ
た

こ
と

を
基

に
，

語
句

の
意

味
を

書
く
（
英

気
を

養
う

）

適
切

な
敬

語
を

選
択

す
る

（
お

客
様

，
私

が
校

内
を
ご

案
内

し
ま

す
）

適
切

な
語

句
を

選
択

す
る

（
よ

い
結

果
を

早
く
出

し
た

い
と

き
は

，
急

が
ば

回
れ

と
い

わ
れ

る
よ

う
に

，
か

え
っ

て
慎

重
に

議
論

を
進

め
る

べ
き

だ
）

漢
字

を
書

く
（
計

画
を

行
動

に
ウ

ツ
す

）

適
切

な
語

句
を

選
択

す
る

（
地

域
の

伝
統

的
な

文
化

を
継

承
す

る
）

適
切

な
語

句
を

選
択

す
る

（
笑

い
声

が
満

ち
て

い
る

家
に

は
幸

運
が

訪
れ

る
こ

と
を

，
「
笑

う
門

に
は

福
来

た
る

」
と

い
う

）

漢
字

を
読

む
（
ア

ユ
の

稚
魚

を
放

流
す

る
）

漢
字

を
読

む
（
こ

の
ホ

ー
ル

は
音

響
効

果
が

良
い

）

漢
字

を
読

む
（
新

記
録

に
挑

む
）

適
切

な
語

句
を

選
択

す
る

（
あ

の
人

は
，
単

刀
直

入
に

も
の

を
言

う
）

歴
史

的
仮

名
遣

い
を

現
代

仮
名

遣
い

に
直

す
（
ま

う
け

て
）

古
文

に
当

て
は

ま
る

言
葉

を
昔

話
の

中
か

ら
抜

き
出

す

文
字

を
書

く
際

に
生

か
し

た
ア

ド
バ

イ
ス

と
し

て
適

切
な

も
の

を
選

択
す

る

適
切

な
語

句
を

選
択

す
る

（
先

の
こ

と
は

分
か

ら
な

い
が

，
と

り
あ

え
ず

準
備

だ
け

は
し

て
お

こ
う

）
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ア
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-
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6
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５
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(
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イ
○

○
8
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8
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8
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-
3
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0
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0
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0
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男
子

m
人

と
女

子
n
人

が
１

人
２

個
ず

つ
持

っ
た

風
船

の
合

計
数

を
，

m
と

n
を

用
い

て
表

し
た

式
を

選
ぶ

一
元

一
次

方
程

式
を

解
く

と
き

，
移

項
が

行
わ

れ
て

い
る

式
変

形
と

し
て

正
し

い
も

の
を

選
ぶ

一
元

一
次

方
程

式
 
(
 

x－
１

)
/
３

＝
２

 
を

解
く

連
立

二
元

一
次

方
程

式
を

つ
く

る
た

め
に

着
目

す
る

数
量

を
選

び
，

式
で

表
す 連

立
二

元
一

次
方

程
式

を
解

く

線
対

称
な

図
形

を
完

成
す

る

与
え

ら
れ

た
角

が
回

転
移

動
し

た
後

の
角

を
選

ぶ

直
方

体
の

１
つ

の
面

の
対

角
線

を
含

む
直

線
と

平
行

な
面

を
書

く

－
７

の
絶

対
値

を
書

く

問
題

形
式

評
価

の
観

点

３
/
４

÷
５

/
６

 
を

計
算

す
る

設
問

の
概

要

２
×

(
－

５
２
)
 
を

計
算

す
る

三
角

形
を

そ
れ

と
垂

直
な

方
向

に
一

定
の

距
離

だ
け

平
行

に
動

か
し

て
で

き
る

立
体

の
名

称
を

選
ぶ

設
問
番

号

学
習

指
導
要

領
の

領
域

正
答

率
(
％

)
無

解
答

率
(％

)

与
え

ら
れ

た
方

法
で

作
図

さ
れ

る
直

線
に

つ
い

て
，

正
し

い
記

述
を

選
ぶ

３
５

を
基

準
に

し
て

３
８

を
正

の
数

で
表

す

「
プ

ー
ル

の
水

の
深

さ
は

１
２

０
c
m
以

下
で

あ
る

」
と

い
う

数
量

の
関

係
を

表
し

た
不

等
式

を
書

く

１
０

xy
÷

５
x 
を

計
算

す
る

a
＝

２
，

 
b
＝

３
の

と
き

の
式

 
ab

２
 
の

値
を

求
め

る
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樹
形

図
を

利
用

し
て

，
３

枚
の

硬
貨

を
同

時
に

投
げ

る
と

き
，

表
が

２
枚

，
裏

が
１

枚
出

る
確

率
を

求
め

る

画
び

ょ
う

を
投

げ
た

実
験

結
果

か
ら

，
上

向
き

に
な

る
確

率
を

選
ぶ

s＝
vt
 
を

基
に

，
速

さ
 v

 が
一

定
の

と
き

，
時

間
 t 
と

道
の

り
 s 

の
関

係
に

つ
い

て
，

正
し

い
記

述
を

選
ぶ

反
比

例
の

グ
ラ

フ
か

ら
表

を
選

ぶ

変
化

の
割

合
が

２
で

あ
る

一
次

関
数

の
関

係
を

表
し

た
表

を
選

ぶ

一
次

関
数

 y
＝

３
x－

４
 の

グ
ラ

フ
を

選
ぶ

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

投
げ

の
記

録
の

分
布

を
表

し
た

ヒ
ス

ト
グ

ラ
ム

か
ら

，
記

録
の

中
央

値
を

含
む

階
級

を
選

ぶ

証
明

の
方

針
を

立
て

る
際

に
着

目
す

べ
き

図
形

を
指

摘
す

る

与
え

ら
れ

た
表

を
基

に
，

宅
配

サ
ー

ビ
ス

の
重

量
と

料
金

の
関

係
を

，
「
…

は
…

の
関

数
で

あ
る

」
と

い
う

形
で

表
現

す
る

グ
ラ

フ
か

ら
，

連
立

二
元

一
次

方
程

式
の

解
を

座
標

と
す

る
点

を
選

ぶ

生
徒

６
０

人
の

通
学

時
間

の
分

布
を

表
し

た
度

数
分

布
表

か
ら

，
あ

る
階

級
の

相
対

度
数

を
求

め
る

x＝
２

，
y＝

６
 
の

比
例

の
式

を
求

め
る

反
比

例
の

性
質

を
表

し
た

記
述

を
選

ぶ

n
角

形
の

内
角

の
和

を
求

め
る

式
に

つ
い

て
，

六
角

形
の

内
角

の
和

を
求

め
る

過
程

を
読

み
，

(
 

n
－

２
)
 
が

表
す

も
の

を
選

ぶ

証
明

で
用

い
ら

れ
て

い
る

三
角

形
の

合
同

条
件

を
選

ぶ

三
角

形
の

外
角

に
つ

い
て

，
正

し
い

記
述

を
選

ぶ

円
錐

の
展

開
図

に
お

い
て

，
側

面
の

お
う

ぎ
形

の
半

径
を

読
み

取
る

円
柱

と
円

錐
の

体
積

を
比

較
し

，
正

し
い

図
を

選
ぶ

長
方

形
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
に

お
い

て
，

Ａ
Ｃ

＝
Ｂ

Ｄ
が

表
す

性
質

を
選

ぶ
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中
学
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国
語

Ｂ
：

主
と

し
て

活
用

］
「

学
習

指
導

要
領

の
領

域
等

」
の

カ
タ

カ
ナ

表
記

の
意

味
・

・
・

ア
）

読
む

こ
と

・
聞

く
こ

と
　

イ
）

書
く

こ
と

　
ウ

）
読

む
こ

と
　

エ
）

伝
統

的
な

言
語

文
化

と
国

語
の

特
質

に
関

す
る

事
項

「
評

価
の

観
点

」
の

カ
タ

カ
ナ

表
記

の
意

味
・

・
・

ア
）

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

　
イ

）
話

す
・

聞
く

能
力

　
ウ

）
書

く
能

力
　

エ
）

読
む

能
力

　
オ

）
言

語
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解
・

技
能

ア
イ

ウ
エ

ア
イ

ウ
エ

オ

選 択 式

短 答 式

記 述 式

倉 敷 市

岡 山 県

国
国 と の 差

倉 敷 市

岡 山 県

国
国 と の 差
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4
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4
1
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4
6
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5
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1
3
.9

1
3
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8
.6

5
.3

正
答

率
(
％

)
無

解
答

率
(
％

)
問

題
形

式
評

価
の

観
点

本
と

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

内
容

を
比

較
し

た
と

き
の

説
明

と
し

て
適

切
な

も
の

を
選

択
す

る

学
習

指
導

要
領

の
領

域
等

設
問
番

号
設

問
の

概
要

水
の

中
に

浸
す

と
，

切
手

を
き

れ
い

に
は

が
す

こ
と

が
で

き
る

理
由

を
書

く

落
語

の
演

じ
方

を
選

択
し

，
な

ぜ
そ

の
よ

う
に

演
じ

る
の

か
を

，
本

文
を

根
拠

に
殿

さ
ま

の
気

持
ち

を
想

像
し

て
書

く

演
者

が
顔

を
向

け
る

方
向

と
し

て
適

切
な

も
の

を
選

択
す

る

殿
さ

ま
の

言
葉

が
表

す
殿

さ
ま

の
姿

と
し

て
適

切
な

も
の

を
選

択
す

る

本
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

内
容

か
ら

答
え

が
得

ら
れ

る
も

の
と

し
て

適
切

な
も

の
を

選
択

す
る

標
語

に
使

用
さ

れ
て

い
る

表
現

の
技

法
と

し
て

適
切

な
も

の
を

選
択

す
る

標
語

か
ら

伝
わ

っ
て

く
る

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

書
く
際

に
気

を
付

け
た

こ
と

と
し

て
適

切
な

も
の

を
選

択
す

る

ノ
ー

ト
を

基
に

，
標

語
か

ら
伝

わ
っ

て
く
る

〈
メ

ッ
セ

ー
ジ

〉
と

〈
表

現
の

工
夫

と
そ

の
効

果
〉
を

書
く
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設
問
番

号
設

問
の

概
要

∠
Ｂ

Ａ
Ｃ

＝
１

１
０

°
，

Ｂ
Ｄ

＝
Ａ

Ｄ
の

と
き

，
∠

Ｄ
Ａ

Ｅ
の

大
き

さ
を

求
め

る

無
解

答
率

(％
)

２
つ

の
線

分
の

長
さ

が
等

し
い

こ
と

を
証

明
す

る

外
か

ら
校

舎
を

見
た

図
で

，
案

内
図

に
示

さ
れ

た
非

常
口

の
位

置
を

選
ぶ

図
形

の
性

質
を

用
い

て
，

横
断

幕
が

木
に

ま
っ

た
く
隠

れ
な

い
最

も
低

い
位

置
を

求
め

る
方

法
を

言
葉

や
図

で
説

明
す

る

案
内

図
を

基
に

，
経

路
を

示
す

は
り

紙
を

選
ぶ

学
習

指
導
要

領
の

領
域

評
価

の
観

点
問

題
形

式
正

答
率

(
％

)

兄
の

速
さ

を
変

え
な

い
と

き
，

弟
と

兄
の

進
む

様
子

を
表

し
た

グ
ラ

フ
を

選
ぶ

弟
が

駅
に

着
い

た
と

き
の

，
兄

の
い

る
地

点
か

ら
駅

ま
で

の
道

の
り

を
求

め
る

ス
テ

ィ
ッ

ク
ゲ

ー
ム

の
遊

び
方

を
基

に
，

１
本

表
，

３
本

裏
の

と
き

の
得

点
を

求
め

る

兄
の

出
発

時
間

を
変

え
な

い
と

き
，

兄
の

進
む

様
子

を
表

す
グ

ラ
フ

の
両

端
の

２
点

を
求

め
，

そ
の

グ
ラ

フ
か

ら
兄

の
速

さ
を

求
め

る
方

法
を

説
明

す
る

２
つ

の
偶

数
の

和
は

偶
数

に
な

る
こ

と
の

説
明

を
完

成
す

る
た

め
に

，
式

２
m

＋
２

n
を

変
形

す
る

２
つ

の
偶

数
の

積
は

８
の

倍
数

に
な

る
と

は
限

ら
な

い
こ

と
の

説
明

を
完

成
す

る
た

め
に

，
予

想
が

成
り

立
た

な
い

例
を

あ
げ

，
そ

の
積

を
求

め
る

２
つ

の
偶

数
の

商
に

つ
い

て
の

正
し

い
記

述
を

選
び

,そ
の

理
由

を
説

明
す

る

与
え

ら
れ

た
表

や
グ

ラ
フ

か
ら

，
人

数
が

２
４

人
の

と
き

に
６

.０
秒

か
か

っ
た

こ
と

を
表

す
点

を
求

め
る

大
地

さ
ん

の
求

め
方

を
基

に
，

ウ
ェ

ー
ブ

を
す

る
人

数
と

時
間

に
つ

い
て

，
２

つ
の

数
量

の
間

の
関

係
を

説
明

す
る

１
点

と
２

点
の

と
り

や
す

さ
に

つ
い

て
の

正
し

い
記

述
を

選
び

，
そ

の
理

由
を

確
率

を
用

い
て

説
明

す
る
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（５）平均正答率が低い活用問題から 

 

○活用問題（Ｂ問題）で倉敷市の平均正答率が最も低い問題を掲載しています。 

 

   ○各問題の掲載項目 

    ・ 学校種・教科の別 

    ・ 問題 

    ・ 正答，正答例 

    ・ 市，全国それぞれの平均正答率とその差 

    ・ 出題の趣旨 

    ・ 学習指導に当たって 
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小学校国語Ｂ

【問題文は P32 から】 

〔
正
答
〕 

(

例)

す
ぐ
れ
た
鼻
を
使
う
こ
と
で
、
水
場
や
食
べ
物
を
さ
が

す
こ
と
や
、
仲
間
を
見
つ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
調
べ
て

い
く
う
ち
に
新
た
な
ぎ
問
も
出
た
。
に
お
い
を
感
じ
取
る
こ

と
に
す
ぐ
れ
た
動
物
と
は
ど
の
よ
う
な
動
物
か
と
い
う
こ
と

だ
。
例
え
ば
、
イ
ヌ
は
ど
れ
く
ら
い
先
の
に
お
い
を
感
じ
取

る
の
か
調
べ
た
い
。 

〔出題の趣旨〕 

○ 分かったことや疑問に思ったことを整理し，それらを関係付け

ながらまとめて書くことができるかどうかをみる。 

〔学習指導に当たって〕 

○ 分かったことや疑問に思ったことを，条件に応じてまとまった文章

にして書く。必要な情報を取り出し，分類したり関係付けたりした上

で全体を通して分かったことや考えたことを一定のまとまった文章に

して書くことが重要である。その際，構成や記述などについて，条件

を示すことは有効である。      

市 26.4

国 26.9

差 -0.5
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小学校算数Ｂ
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〔正答〕 

番号 ３ 

わけ (例)10 人分のスープの量は，9-7=2 で，2L です。

残りの 30 人に必要なスープの量は，2×3=6 で，6L です。

10 人に分けた後では 7L 残っているので，30 人に分ける

と，7-6=1 で 1L 残ります。だから分けることはできます

が，残ります。 

〔学習指導に当たって〕 

○ 問題の解決に必要な情報を選択し，根拠となる事実を関連付けることで，解

決の方法や判断の理由を説明することができるようにする。問題を解決した過

程を説明する際には，問題（文章や図，表，グラフ等）から必要となる情報を

選択するとともに，根拠となる事実を関連付けて，判断の理由を的確に示すこ

とが大切である。      

〔出題の趣旨〕 

○ 示された情報を基に必要な量と残りの量の大小を判断し，その理由を言葉

と数を用いて記述できるかどうかをみる。      

市 28.4

国 30.6

差 -2.2
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中学校国語Ｂ

〔
正
答
〕 

(

例)

切
手
を
水
に
浸
す
こ
と
で
、
固
体
と
な
っ

て
い
た
の
り
が
液
体
と
な
り
、
ア
ン
カ
ー
効
果
が

な
く
な
る
か
ら
。 

〔出題の趣旨〕 

○ 資料から適切な情報を得て，伝えた

い事実や事柄が明確に伝わるように書く

ことができるかどうかをみる。 

〔学習指導に当たって〕 

○ 内容が正確に伝わるように説明する。

本や文章を読んで得られた知識は，他の

人に向けて説明することで一層明確に

なるとともに定着が図られる。説明する

際には，複数の情報を正確に理解し，相

手や目的に応じて取捨選択したり関係付

けたりして，説明する内容を適切に表現

することが求められる。  

市 22.8

国 26.8

差 -5.6

【問題文は P38 から】
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〔正答〕 

４０度 

〔出題の趣旨〕 

○ 付加された条件の下で証明を振り返って考え，証明の過程で見いだした事

柄や証明された事柄を用いることができるかどうかをみる。  

〔学習指導に当たって〕 

○ 証明の過程や結論を基に，発展的に考えることができるようにする。発展的

に考えることができるようにするために，与えられた性質を証明するだけでは

なく，条件を変えたり証明を読んだりすることを通して，新たな性質を見いだ

すことができるように指導することが大切である。    

中学校数学Ｂ

市 19.3

国 23.3

差 -4.0
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４ 児童生徒質問紙から見える特徴 
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（１）肯定的な回答の割合が全国平均より高い質問（高い方から５問） 

 

【小学校】 

 

 

 

 

 

 

【中学校】 

 

 

 

 

 

○小学校では，授業における「目標の明示」や「学習の振り返り」等で肯定的な回答の割合  

 が高く，授業改善の取組の成果が現れていると考えられる。 

 

○中学校では，友達との関係に関する項目で肯定的な回答の割合が高い。 

 

○小・中学校ともに，自尊感情や規範意識に関する項目で肯定的な回答の割合が高く，経年  

 的に見ても同様の傾向が現れている。 

 

○Ｈ２６から加わった「先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思いますか。」 

 の項目では，小・中学校ともに肯定的な回答の割合が高い。 

 

 

 

質 問 項 目 市 国 差 

○５年生までに受けた授業の最後に，学習内容を振り返る活動をよく行 

 っていたと思いますか。 
77.2 71.9 ＋5.3

○読書は好きですか。 78.1 73.0 ＋5.1

○５年生までに受けた授業のはじめに，目標（めあて・ねらい）が示され 

 ていたと思いますか 
86.6 82.0 ＋4.6

○先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思いますか。 81.4 79.7 ＋1.7

○友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意ですか。 51.0 49.5 ＋1.5

 

質 問 項 目 市 国 差 

○友達に伝えたいことをうまく伝えることができますか。 72.9 70.3 ＋2.6

○自分には，よいところがあると思いますか。 69.5 67.1 ＋2.4

○友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意ですか。 50.3 48.6 ＋1.7

○先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思いますか。 75.8 74.1 ＋1.7

○いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか。 94.0 93.4 ＋0.6



 
- 42 -

（２）肯定的な回答の割合が全国平均より低い質問（低い方から５問） 

 

【小学校】 

 

 

 

 

 

【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

○小学校では，「地域の行事に参加していますか。」の項目が今年度も，全国との差が一番大

きかったが，その差は縮まっている。※Ｈ２５の差は－9.4 ポイント 

 

○中学校では，「家で，学校の授業の復習をしていますか。」の項目が今年度も，全国との差  

 が 一番大きく，その差は広がっている。※Ｈ２５の差は－12.9 ポイント 

 

○小・中学校ともに，国語に関する項目で肯定的な回答の割合が低い傾向にある。 

 

 

質 問 項 目 市 国 差 

○家で，学校の授業の復習をしていますか。 36.2 50.4 -14.2

○「総合的な学習の時間」では，自分で課題を立てて情報を集め整理し 

 て，調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか。 
42.8 54.8 -12.0

○国語の授業で目的に応じて資料を読み，自分の考えを話したり，書い 

 たりしていますか。 
45.9 56.1 -10.2

○国語の授業で意見などを発表するとき，うまく伝わるように話の組み立 

 てを工夫していますか。 
39.5 49.1 -9.6

○１，２年生のときに受けた授業の最後に，学習内容を振り返る活動をよ 

 く行っていたと思いますか。 
43.9 53.3 -9.4

質 問 項 目 市 国 差 

○今住んでいる地域の行事に参加していますか。 61.2 68.0 -6.8

○国語の授業の内容はよく分かりますか。 76.8 80.1 -3.3

○国語の勉強は好きですか。 56.4 59.2 -2.8

○５年生までに受けた授業では，本やインターネットを使って，グループ 

 で調べる活動をよく行っていたと思いますか。 
74.6 77.3 -2.7

○４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことは難しいと 

 は思わない。 
33.8 36.4 -2.6
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無回答の児童生徒がいるため，数値の合計が 100％になっていない場合がある。

 
（３）質問ごとの分析 

 
① 学校の授業以外に，普段(月～金曜日)，１日当たりどれくらいの時

間，勉強しますか。（学習塾や家庭教師含む） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○１時間以上学習する児童の割合【小学校】 

＊Ｈ２６ 倉敷市：67.1 全国：62.0 差：＋5.1 

＊Ｈ２５ 倉敷市：65.5 全国：63.2 差：＋2.3 

○１時間以上学習する生徒の割合【中学校】 

＊Ｈ２６ 倉敷市：54.1 全国：67.9 差：－13.8 

＊Ｈ２５ 倉敷市：58.2 全国：68.6 差：－10.4 

○小学校については，全国平均よりも学習時間は多く，Ｈ２５との経年比較でも増加してい

る。一方，中学校については全国平均と比べて少なく，Ｈ２５との経年比較でも減少して

おり，大きな課題として捉える必要がある。 

【小学校】※肯定的な回答の割合が高い 

11.2

9.9

10.6

14.6

15.3

17.3

36.2

39.8

39.2

25.2

24.8

22.9

9.5

7.8

7.6 2.3

2.3

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

岡山県

倉敷市

３時間以上 ２時間以上，３時間未満 １時間以上，２時間未満

３０分以上，１時間未満 ３０分未満 全くしない

【中学校】※肯定的な回答の割合が低い 

10.4

6.4

5.3

24.7

18.1

16.1

32.8

34.3

32.7

17.3

21.0

20.9

9.0

12.8

15.2 9.6

7.3

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

岡山県

倉敷市

３時間以上 ２時間以上，３時間未満 １時間以上，２時間未満

３０分以上，１時間未満 ３０分未満 全くしない
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② 普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間，携帯電話やス

マートフォンで通話やメール，インターネットをしますか。（携帯

電話やスマートフォンを使ってゲームをする時間は除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○２時間以上の児童の割合【小学校】    ○２時間以上の生徒の割合【中学校】 

＊倉敷市：8.7 全国：8.7 差：±0.0    ＊倉敷市：34.7 全国：32.7 差：＋2.0 

○携帯・スマートフォンの所持率【小学校】 

 ＊Ｈ２６ 倉敷市：51.2 全国：53.7 差：－2.5 

 ＊Ｈ２５ 倉敷市：43.5 全国：46.1 差：－2.6 

○携帯・スマートフォンの所持率【中学校】 

 ＊Ｈ２６ 倉敷市：75.7 全国：76.5 差：－0.8 

 ＊Ｈ２５ 倉敷市：62.3 全国：64.7 差：－2.4 

○所持率が，小学校では 50％，中学校では 75％を超えており，使用時間等も含めて今後も増

加すると考えられる。使用方法や使用時間帯等の約束事について，再確認したり，話し合

って新たに決めたりすることが大切である。 
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（１）学力調査の結果から【○成果 ●課題】 

 

◆小学校国語について 

 ○Ａ問題の漢字の読み書きの設問について，全国との差が縮小するなど改善が見

られる。「よぼう」を漢字で書く問題では，全国の平均正答率を 9.0 ポイント

上回っている。 

 ○Ａ問題・Ｂ問題ともに無回答率が改善しており，全国平均を上回っていたのは

全 25 問中１問であった。 

 ●Ａ問題の故事成語に関する設問については全国平均との差が大きく，言葉の意

味や使い方の理解に課題が見られる。 

 ●Ｂ問題の「立場を明確にして，質問や意見を述べる」趣旨の問題等，記述の問

題に引き続き課題が見られる。 

 

◆小学校算数について 

   ○経年的な課題であった基礎的な計算問題に改善が見られる。「100－20×4」の

四則混合の問題では，平均正答率 90％を超えており，全国平均を 9.5 ポイン

ト上回っている。 

○Ａ問題・Ｂ問題ともに無回答率が改善しており，全国平均を上回っていたのは

全 30 問中３問であった。 

●割合の問題や，理由を記述する問題に引き続き課題が見られる。 

 

◆中学校国語について 

 ○Ｈ２４に実施した岡山県学力・学習状況調査の県の平均正答率と比べると，そ

の差が縮まっている。 

●Ａ問題 32 問・Ｂ問題９問中，全国の平均正答率を上回っていたのは，それぞ

れ１問であり，各分野で課題が見られる。 

●無解答率は，全ての問題で全国の無解答率以上の数値になっている。 

 

◆中学校数学について 

○Ｈ２４に実施した岡山県学力・学習状況調査の県の平均正答率と比べると，そ

の差が縮まっている。 

○設問ごとの平均正答率は全般的に全国平均を下回っているが，数学Ａの反比例

のグラフや確率についての設問はこれまで同様全国平均を上回っている。 

●全国平均と比較すると数学Ａでは 4.0 ポイント，数学Ｂでは 6.0 ポイント下回

っており，各分野で課題が見られる。 

●全 51 問中，全国の無解答率を下回っているのは１問である。 
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（２）児童生徒質問紙の結果から【○成果 ●課題】 
 

  ◆小・中学校共通の内容について 

   ○自尊感情や規範意識に関する項目について，肯定的な回答の割合が高い傾向が  

    あり，経年的にも同様の傾向がある。 

○Ｈ２６から加わった「先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思いま

すか。」の項目で，肯定的な回答の割合が高い。 
●国語に関する項目，言語活動に関する項目で，肯定的な回答の割合が低い。 

 

  ◆小学校について 

○家庭での学習時間は全国平均よりも多く，経年的に比較しても児童の学習時間は

増える傾向にある。 
   ○授業における「目標の明示」や「学習の振り返り」等で肯定的な回答の割合が高   
    い。 

●今住んでいる地域の行事に参加している児童の割合が低く，経年的にも同様の傾

向がある。 
 
  ◆中学校について 

○友達との関わりに関する項目で，肯定的な回答の割合が高い。 
●家庭での学習時間は全国平均よりも少なく，経年的に比較しても生徒の学習時間

は減る傾向にある。 
●携帯電話やスマートフォンの所持率が高くなり，メールやインターネットを利用

する時間が長い生徒が多い。 
 
（３）考察 
  ◇昨年度，全国との比較で一番課題であった小学校算数Ａで改善が見られた。これ 

  は，春休みの課題の配付，放課後の補充学習等，様々な学力向上の施策が成果と 

  なって現れていると考えられるので，今後も維持向上させていくことが大切であ 

  る。 

  ◇春休みの課題への取組が特に有効であったことが，分析から明らかになってい  

  る。全国や岡山県の調査を活用し，効果的に復習するサイクルを確立し，学力の 

  定着を図ることが重要である。 

  ◇中学校については，国語も数学も全国との比較から，基礎問題，活用問題ともに 

  課題が見られる。小学校で有効であった施策を中学校でも実施するなど，改善を 

  図る必要がある。 

  ◇小・中学校ともに活用問題に引き続き課題があることから，「岡山型学習指導の 

  スタンダード」を有効に活用し，一単位時間の中で「自分で考え表現する時間を 

  確保する」ことを充実させていくことが大切である。また，書く活動の際には，   

  文字数を指定したり，時間制限を与えたりするなどの取組を継続的に実施するこ  

  とを，引き続き啓発する必要がある。 

◇授業改善に向けて，校内での授業研究，他校での研究会への参加，異校種間での

連携をさらに進めていく必要がある。校内での研究が一部の教員にとどまること

なく，また，他校で学んだことを広く他の教員と共有することができるような手

立てが必要である。 


